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退任所長のご挨拶
前⻘森学習センター所⻑

石川 善朗

　令和 5 年の４月１日より青森学習センター所長に着任し、令和８年の３月３１日までの任期を

本年満了いたしました。長いようで短かった３年間を過ごさせていただきました。

　ここで３年間の主な活動を振り返ってみます。

　さて、赴任と同時に青森学習センター３０周年記念誌発行並びに記念行事の挙行の計画と実行が

待っていました。さらに翌年には学習センター移転計画があり、母体校の弘前大学の敷地内別の場

所か、あるいは別の校外外部移転を迫られ場所の選定に苦慮していました。その後、赴任初年度の

記念誌発行と記念行事の公開講演会は滞りなく挙行できましたが、さて翌年からの移転問題が難題

となってきました。なかなか良い場所が見つかりません。色々な場所を視察し、調査が続きました

が青森市と弘前市にまず絞り込み、続いて青森市の調査から弘前市のみにしました。弘前市役所の

ご協力もあり、何か所の推薦もいただきましたが結局自分の知人を頼り、弘前駅前の準商業ビル「ヒ

ロロ」内に放送大学本部とヒロロ側の直接交渉の結果移転することを決定しました。年度が改まり

４月からはいよいよ移転のための行動開始です。移転前より廉価にし、縮小し、効率よい場所の設

計です。間取りやインテリアデザインは本部担当者と打ち合わせにより決定し移転いたしました。

実際の移転作業は日中営業している店舗が多いため夜間に行います。移転の後は整理と原状回復の

期間でした。少し学生の皆さんにご不便をおかけしたかもしれません。

　一つ大きな仕事を終えましたが、最後の年度は放送大学のデジタル改革がより一層進み始めた年

です。面接授業にも新しい「ライブ Web 授業」が取り入れられて来ていましたが、いよいよ青森

学習センターも行うことになり、色々な準備も始まりました。さらには全国的な予算削減の機運で、

さらなるスリム化を挙行することが命題となりました。窓口業務も現金ではなくデジタルキャッ

シュレス化になり、学生に対することもデジタル化が推進されてきました。このような時代に、道

半ばで後任の先生に職を交代することは、何ら解決していない面倒ごとを押し付けるようで心苦し

い限りです。

　しかし、一番の思い出は知的好奇心の旺盛な学生さんたちとのお付き合いでした。大変勉強にも

なり刺激も受けました。いつまでも勉学に励みたいとの欲求をなくさないでいることの大切さを実

感させられました。このことがやはり３年間の一番の思い出です。

　2026 年 4 月、石川善朗前所長の後任として、放送大学青森学習センター所長に就任
いたしました中野博之です。石川前所長は、当センターが弘前市の複合商業施設「ヒロロ」
へと移転し、新たな学びの拠点として生まれ変わる重要な変革期に、その舵取りを担われ
ました。このたび、その大切なバトンを受け継ぐにあたり、前所長が築かれた基盤をさら
に発展させ、皆様にとってより身近で開かれた「知のベースキャンプ」となるよう努めて
まいる所存です。
　人生 100 年時代、学びは学校教育だけで完結せず、生涯続く「探究の旅」となりました。
私はこれまで、小学校教員として 22 年、大学教員として 21 年、計 43 年間、教育現場
に身を置いてまいりました。こうした中、私の専門である算数・数学教育学の研究を通し
て「学校教育の中で算数・数学を学ぶことの価値」を探究し、一つの確信を得ました。そ
れは、学びの喜びとは単なる記憶だけではなく、「未知の知識」を「既知の経験」と結び
つけ、統合することにもあるということです。一見難解な問題が既習の考え方とつながり、
その構造が見えた瞬間、子どもたちの瞳は輝き出します。この知識と経験が結びつく「統
合」の瞬間こそが、学習の醍醐味なのです。
　放送大学に集う皆様の豊かな「経験」に、アカデミックな「理論」が注がれた時、これ
までとは異なる深い納得が生まれます。「あの時の出来事はこういう理論で説明できるの
か」というような「統合」の瞬間を重ねることで、学びは知識の蓄積を超え、人生を読み
解く鍵となります。この喜びを知るからこそ、人はまた次の問いを立てたくなるのです。
自らの経験と知を統合し、主体的に世界を広げ続ける「自律した学習者」としての在り方
こそ、現代のキーワードである「ウェルビーイング」そのものだと確信しています。
　私たち青森学習センターは、弘前市「ヒロロ」の本センターと、八戸駅直結「ユートリー」
内のサテライトスペースを連携させ、どの地域にお住まいであっても学びが実るようサ
ポートしています。通信制の強みは場所を選ばないことですが、困った時に頼れる「物理
的な拠点」があることも大きな安心感に繋がります。本センターやサテライトスペースで
の面接授業や学習相談では仲間との語り合いなど、対面ならではの時間が過ごせます。個
の学びと、センターやサテライトスペースという場の安心感の両輪が、皆様の継続の力と
なります。
　「もっと知りたい」という尊い動機を私たちは全力で応援します。皆様の人生という長
い旅路において、安心して立ち寄り次なる頂を目指す「知のベースキャンプ」でありたい
と願っています。さあ、私たちと共に、新しい知の扉を開いてみませんか。

⻘森学習センター所⻑
中野 博之

新任所長のご挨拶

　

　所長による

　学習相談の

　ご案内

相談日▶センター開所日　　
相談分野▶算数・数学教育学

※ご希望の方は、事務室へ、①氏名②連絡先③希望の相談日をお知らせください。
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　前回は情報教育のこれまでの歩みについて手短にご紹介しました。今回は、その先のステップで
ある「これから」の展望について見て行きましょう。

　情報社会の発展はまさに日進月歩ですが、その流れを受けて教育現場にもさらなる進化を続け
ています。その代表が次期学習指導要領に向けた動きです。昨年秋、中央教育審議会から改訂に向
けた「論点整理」) が出されましたが、そこには情報の学びをさらに推し進める方針が示されてい
ます。

　「論点整理」で示された枠組みによれば、小学校では総合的な学習の時間に「情報の領域（仮称）」
が新設され、中学校では技術家庭科が分離して、新たに「情報・技術科（仮称）」が誕生する見込
みです )。すなわち、小・中学校では “ 情報 ” という言葉が領域や教科に明確に示された形になる
ということですね。これら小・中学校での基盤の強化を受けて、高等学校における情報の学習内容
は拡充され、数学においても AI やデータサイエンスに繋がる内容を重視していくことが期待され
ています。

　こうした一連の流れは、小学校から高等学校までの「情報の学び」の繋がりが明確になり、内
容がより高度なものへと進化して、学びがさらに深化することを意味しています。これが実現すれ
ば、子どもたちが、単なる知識として「情報を学ぶ」だけでなく、ツールとして使いこなしながら

「情報で学ぶ」機会も飛躍的に増えるでしょう。それは、自ら課題を見つけ出して解決していく「質
の高い探究的な学び」の実現にも大きく寄与するはずです。

　学習指導要領の改訂に向けた議論は今まさに大詰めを迎えています。文部科学省では、情報・
技術ワーキンググループ 2 による詳細な議論の内容を公開していますが、その他のワーキングルー
プによる各教科の専門的な議論の内容から教育課題全般にわたる議論の内容までを幅広く公開して
いますので、今後の教育の姿をぜひ一度ご覧になってみてください。

1) 中央教育審議会教育課程企画特別部会，論点整理，文部科学省
https://www.mext.go.jp/content/20260129-mxt_kyoiku01-000045057_01.pdf

（令和 8 年 2 月 28 日最終アクセス）
2) 中央教育審議会教育課程部会 情報・技術ワーキンググループ , 文部科学省
https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/118/index.html

（令和 8 年 2 月 28 日最終アクセス）

客 員 教 員　　 櫻 田　 安 志
（弘前大学教育学部 教授）

情報教育のこれまで、これから（２）

Professional Report

1)

2)

1)

退任教職員のご挨拶

　⻘森学習センター客員教員　　成田　拓未

　弘前大学農学生命科学部の成田です。放送大学青森学習センターの客員教員を務め

て丸 5 年が経過しようとしています。着任当初の 2021 年 4 月は、日本で新型コロ

ナウイルスに関連した肺炎患者が確認されて概ね 1 年を経過した頃でした。コロナ

禍はそれ以降ますます深刻になっていくのですが、センターでの新型コロナ対応への

移行は済んでいたものとみえました。初めてのゼミで、広めの部屋に距離を取って着

席した受講生を相手に、後まで声が通るかどうかを確認したことが思い出されます。幸い、任期

中にゼミ生が途切れることはなく、農産物の貿易、農業と SDGs、アグリビジネス、食べ物の倫

理と、幅広いテーマについて受講生と意見を交わすことができました。いつでも受講生の熱心さ

に感心させられ、また多くの気付きを得ることができました。こうした機会を提供いただいたす

べての皆様に感謝申し上げます。ありがとうございました。

⻘森学習センター事務長　　小田桐　努

　この３月に青森学習センターの事務長を退任することになりました。２０２４年４

月の着任からわずか２年間の大変短い期間でしたが、教職員の方々そして学生の皆様

方には大変お世話になりました。

　さて、この２年間の中で最も印象に残っていることは、何と言っても青森学習セン

ターのコラボ弘大からヒロロへの移転です。２０２５年１月頃から不要物品の廃棄、

移転物品の整理など少しずつ移転の準備作業を始めてきましたが、３月末に無事にヒロロへ引っ

越しすることができました。この間、学園本部、引越業者、ネットワーク関係業者など、様々な

人たちと連絡を取り合いながら、移転という大きな仕事ができたことは、私にとってとても貴重

な経験となりました。この移転により、学生の皆様にとっては利便性が向上し、快適な学習環境

が整ったのではないかと思います。

　最後になりましたが、青森学習センター及び八戸サテライトスペースの益々の発展と皆様方の

ご健勝を祈念して、ご挨拶とさせていただきます。ありがとうございました。

　⻘森学習センター教務担当　　比内　尚子

　2021 年４月からの５年間、教務担当として努めてまいりました。学習センターで

は、単位認定試験・センター機関誌「りんご」の作成・履修相談・事務室窓口対応等

の業務を担当しておりました。教務担当ということで、学生のみなさまと接する機会

も多く、たくさんの刺激をいただきました。社会人、また人生の先輩である学生のみ

なさまが多く、いろいろとお話し、今までの生活では知ることがなかったことをたく

さん教えていただいたりと、楽しく充実した５年間でした。青森学習センターのスタッフとして、

学生のみなさまの勉学のサポートをさせていただくことができ、心より感謝いたします。最後に、

学生のみなさまにとって、放送大学での学びが実り多きものになることを願いつつ、退職の挨拶

とさせていただきます。お世話になりました。ありがとうございました。
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─　卒業生のことば　─
「５回目の卒業」        

青森学習センター　新谷 恵美子
　娘の 「お母さん、 大学って楽しいよ」 の言葉に
背中を押され、 娘が大学 2 年生になった時、 私
は放送大学 1 年生になりました。
　放送大学には、 年齢も職業も色々な人がいて、
面接授業やゼミ、 学友会の行事などに参加して
話をすると、 本当に楽しくて続けているうちにあっと
いう間に 14 年が過ぎ、今回が 5 回目の卒業です。
　残りもう 1 コースあるので、 もう少し放送大学の
学生でいたいと思っています。

「学ぶことは生きること」       
青森学習センター　伊藤 昭雄

　4 回目の卒業です。 2017 年 3 月 「人間と文
化」、 2021 年 3 月 「自然と環境」、 2023 年
3 月「生活と福祉」、2025 年 3 月「心理と教育」。
　印象深いのは、 2024 年度 2 学期 「神経 ・
生理心理学（'22）」 の米国人ゲージの脳損傷
事例。 1848 年 9 月 13 日、 鉄道建設作業中
に爆発事故に巻き込まれ大怪我。 鉄の棒が顔、
頭蓋、 脳を貫いた。 左前頭葉の大部分を損傷し
たが、 自ら歩いて口も利いたという。 聡明で協調
性を備えていたが、 事故後は不敬な態度で衝動
的な行動を多く取るように。 19 ～ 20 世紀にかけ
て、 脳損傷事例から心と脳の関係性が解明され
て行く。
　2025 年度も新たな智見を楽しみに学び続け、
4 年後の名誉学生を目指したい。

「卒業旅行は、 タイ王国」      
 青森学習センター　内山 宏

　『発達と教育』 『生活と福祉』 『人間と文化』、
そしてこの度 『自然と環境』 を卒業した。 独居老
人なので誰も褒めてくれる人がいないので、 自分を
褒めます。
　卒業旅行は阪急交通社の 「RAB パーソナリティ
成田洋明と行くタイ・バンコク・アユタヤの 5 日間」。
青森空港から韓国仁川国際空港経由でタイへ。
現地は気温 30℃越え、 アッツ。 ピンク ・ ガーネー
シャ等の寺院巡り、 水上マーケット、 そして象乗り
体験…。
　予想通りタイ料理が口に合わない。 世界三大
スープのトムヤムクン、 一口でやめた。
  さて、 次は 『社会と産業』 である。
　　　てくてくてく学びの道はまだ続く　孤遊「エール」　　　　　　　　　　

　青森学習センター　正子
　人生は苦難の連続です。 放送大学への入学
は苦難を受け入れ、 自分が自分に課した試練で
す。 これには最良の選択で対処しますから、 結果
は現実的には最良です。 だから、 この卒業は私の
七十年の苦難の積み重ねの最高の結果です。 し
かも、 試練の中で受けた多大な応援や支援に確
かな繫がりを認識できたことや、 私の苦難には意
味があったと実感できたことから、 更に嬉しいはずで
す。 しかし、 心境は複雑です。 自ら選んだこの試
練を断念せざるを得なかった仲間もいたからです。
私よりもはるかに大きな新しい試練を引き受けたの
です。 翻って考えると、 より大きな成長の可能性
を手に入れたのです。 心からのエールを送ります。

「放送大学って素晴しい」    
青森学習センター　佐藤 章道

　私は高齢になってから入学し、 このたび、 3 回
目の卒業となりました。 9 年前放送大学に入学し
てからは、 心身が適度に緊張し、 生活リズムが出
来上がり、 知識が増え（忘れる方が多いが）、 学
友にも会い私の生き甲斐の一つになっております。
これからも、 もう少し続けたいと思っております。 あ
りがとうございました。

「歴史的瞬間」        
八戸サテライトスペース　日野澤 義子

　このたび、 放送大学教養学部全科履修生自
然と環境コースで 2 コース目の卒業証書を授与さ
れました。 2007 年 2 学期に科目履修生として
入学してから、 たくさんの学友、 同窓生と一緒に
時を過ごしてきました。 今回は新型コロナウイルス
感染症の影響で、 制限が多い中での学生生活
でした。 また、 自分自身の仕事との両立も以前に
比べ難しく、 たくさんの方に支えられました。 ありが
とうございます。 今回の卒業で一番うれしかったの
は、 八戸サテライトスペース所属の谷内義貴さん
がすべてのコースで卒業を迎えられた時を共有でき
たことです。 この歴史的瞬間に立ち会い、 仲間た
ちと再会できたことが財産です。

卒業生・修了生の皆様、
おめでとうございます！

2025 年度第２学期学位記授与式
２０２５年度第２学期学位記授与式が、４月４日（土）青森学習センター、４月５日（日）八
戸サテライトスペースにて行われました。今回、卒業・修了を迎えた方は、青森ＳＣ・八戸ＳＳをあわせて
４１名。式当日は出席者ひとりひとりに中野所長から学位記が授与されました。卒業生・修了生の皆様、
このたびはおめでとうございます！！

青森学習センター 八戸サテライトスペース

放送大学青森学習センター学生表彰
青森ＳＣ ・ 八戸ＳＳ所属学生の生涯学習に対する奨
励を目的として、 2014 年度より 「放送大学青森学習
センター学生表彰」 を行っています。 今回は、 青森ＳＣ
の卒業生２名と八戸ＳＳの卒業生２名が受賞者となり、
長年にわたり学業に励んだ功績を称え、 表彰状と記念品
が授与されました。 また、 ２名の卒業生が名誉学生の表
彰も受けられました。

３月２０日、 東京 ・ ベルサール高田馬場にて 2025 年
度放送大学学位記授与式が行われ、 全国から集まった
2025 年度第 1 学期 ・ 第 2 学期の卒業生 ・ 修了生が
式に臨みました。 青森ＳＣ ・ 八戸ＳＳをはじめ、 全国の
卒業生 ・ 修了生の皆様、 おめでとうございます！！皆様
の晴れやかな姿が、 のちに続く学生方においても励みにな
ることでしょう！！

２０２５年度放送大学学位記授与式

２０２５年度第２学期 卒業生・修了生の内訳２０２５年度第２学期 卒業生・修了生の内訳
　・青森SC　教養学部 計２１名、大学院 計１名
　　生活と福祉８名／心理と教育９名／社会と産業３名／情報１名／情報学プログラム１名
　・八戸SS　教養学部 計１９名
　　生活と福祉５名／心理と教育４名／社会と産業１名／人間と文化１名／情報３名／
　　自然と環境５名

「卒業研究への挑戦」        
青森学習センター　新岡　道子

　「社会と産業コース」 での卒業は、「情報コース」
「生活と福祉コース」 に続き、 私にとって３度目の
節目となります。 今回は初めて、 卒業研究に挑
戦しました。
　申請から１年以上をかけた研究では、 内
容を深めていくことはもちろんのこと、 Word や
PowerPoint、 Zoom といった ICT ツールの操作
にも悪戦苦闘の連続でした。 それだけに、 口頭試
問を終えた瞬間の達成感と安堵感は、 何物にも
代えがたいものでした。 無事に卒業が決まり、 今
は心からホッとしています。
　4 月からは「人間と文化コース」へ再入学します。
「生涯現役大学生」 を目標に、 また新たな気持
ちで学びの道を歩んでいきたいと思います。

─　卒業生のことば　─
「１０年の月日」        

八戸サテライトスペース　西塚　成代
　入学時、 年齢や能力を考え 10 年後の卒業
を目指した。 今年それが達成。 試験が紙から PC
に変わった時、 戸惑ったがサテライトの方々の丁寧
なご指導で無事乗り越えた。 心から感謝している。
　途中、 夫の闘病や孫の発病があり、 自分はど
う生きたらよいか迷っていた時期もある。 その時「生
活と福祉」 にコース変更した。 結果、 学んだこと
は日々の生活の参考になり、 心の支えにもなって
いる。 何が支えだったか一言で言うなら 「生きるこ
とは知ること 知ることは喜び」 放送大学学歌にあ
るこの歌詞に尽きる。
　皆さんありがとう。

「なんとか卒業です」        
八戸サテライトスペース　畑　雅之

　多様な学びの機会があるなかで、 選んだ放送
大学。 届いた教科書を開きすんなりと読み進める
ことは稀、 放送授業を聞いても難しい、 なんでこ
の科目を選んだと自問自答も有。 計画的に学ぼ
うと自分なりに考え、 習慣化しようとするがそんなに
甘くはない。 試験日近くになり慌てて教科書を読
み直すことも何度あったことか。
　世代の異なる学友と席を並べる面接授業は励
みになりました。 他県地域の学習センターの授業
も何度か受講。 様々な出会いも学べる、 私には
得難い楽しみの授業でした。
　何とか卒業迄漕ぎ着けられたことを自分なりに
評価。 生涯学習これからも続けます。

「東京で待ってます」        
八戸サテライトスペース　佐藤　雅紗子

　初めての卒業。 全コースから幅広く学び、 思い
出の面接授業が頭を過る。仕事と勉強の両立は、
けして楽ではなかった。 そして、 私の大学生活は
卒業研究に尽きる。 来る日も来る日も、 論文に
食らいついた。 道中、 自分が明らかにしたい事は
何なのか…無事完遂する事が出来るのか…何度
挫折しそうになったかわからない。 そんな時、 指導
教員の崔先生がいつもそばで支えてくださった。 去
年の開所式では、 岩永学長とお話し、 「卒業研
究はけして楽ではない。 ( 省略 ) 必ずや、 やり遂
げてください。 東京で待ってます」 と激励のお言葉
を頂いた。
　そして来週、東京の学位記授与式の舞台に立つ。
　今まで支えてくださった全ての方に感謝して。

「二度目の学生生活で見えた青森の豊かさ」        
八戸サテライトスペース　山本　彩記

　一度目の心理と教育コースがきっかけで、 心を形作る土台を知りたいと考え、 人間と文化コースに再入
学しました。 面接授業では、 是川遺跡の縄文人の技術や種差海岸の独自の植生、 八戸工業大学のド
クターカーの開発など、 地元出身者でも知らない知識を得ることができました。 最も印象に残ったのは、 遠
方から来られた学生さんたちの姿です。 その熱意に触れ、 地元青森にも学ぶべき技術や文化がまだまだ溢
れているのだと実感しました。
　八戸サテライトの中国語ゼミでは、生きた発音を聞きながら丁寧に取り組めました。 中国語の山本先生、
事務の皆様には大変お世話になりました。 心より感謝申し上げます。

卒業生・修了生の皆様、おめでとうございます！
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★入会ご希望の方は、青森学習センターまたは八戸サテライトスペースへお問い合わせください。

★学生団体の設立について：研究やスポーツなどのため、学生団体（サークル）を結成しようとするときには、

学生の中から責任者を定め、「学生団体結成願」等の必要書類を 4月または 10 月に責任者が所属する学習センター

へ提出し、設立の許可を受ける必要があります。詳細については、青森学習センターへお問い合わせください。

青森同窓会青森同窓会

青森同窓会から　～今年度も充実した活動を～　　　　　　　　　
青森同窓会会長　 関川 宏明

　昨年度は、 １２月に大きな地震がありましたが、 学習相談＆体験講話会など予定していた行事を実施することがで
きました。 　
　今年度は、 ５月に弘前市での定例総会を予定しているほか、 ４月と１０月には昨年度と同様、 卒業祝賀会を青
森学習センターと八戸サテライトスペースで行います。 また、 コロナと昨今の猛暑により実施を見送っていた夏のイベントに
ついても八戸で開催を予定しております。
　学友会やミステリーサークルとも協力しながら各行事を実施したいと考えておりますので、 ご参加をお待ちしております。

学友会

学友会は、 「 人と人のつながり ・ 情報交換の場」　　　　　　　　　
学友会会長　三橋 知巳

学友会では年齢、 経歴など様々な人々との親睦の場です。
２月には 「雪灯籠まつり散策 ・ みそ造り体験」 を行いました。
4 月 29 日は恒例の 「観桜会」 もやります。（会員以外も参加 OK ！）
是非いろんな方たちとのコミュニケーションを楽しんでください。
入会申込は学習センター事務室で。（年会費１０００円）

サイコロサークル

サイコロサークルの紹介　　　　　　　　　
　私たちメンバーは、 先生を除き素人です。 心理学を中心に情報交換や相談事…等、 お互いに良い影響を及ぼしあ
えるように学習会やイベントを企画して楽しんでいます。 一人での履修では孤独感や不安を感じる事があると思います。
仲間がいるって良いですよ。 是非、 サイコロサークルを覗いてみて下さい。

ミステリーサークル

八戸ミステリーサークル会員募集中！　　　　　　　　　
ミステリーサークル総長　上野 光弘

　学生相互の研鑽、 親睦と交流を目的に活動しています。 会費は無料です。 学習相談も実施し
ております。 入会したい方はサテライト事務室までご連絡ください。 時間がある時のみの参加で OK
です。 文化祭での展示の写真とマジック動画をお楽しみください。 大学以外でボランティア活動とし
てマジックショーもやっています。

ー学生生活をもっと楽しく！ー学生生活をもっと楽しく！
　　　　　　　　　学生団体のご案内ー　　　　　　　　　学生団体のご案内ー

新学期を迎え、放送大学での学習を始める入学生・在学生の方へのお知らせです。

活用しよう「学生生活の栞」と「利用の手引き」活用しよう「学生生活の栞」と「利用の手引き」

　「学生生活の栞」と「利用の手引き」は、履修に関するきまりや、各種届出様式など、学生生活を送るう

えで重要な事項が満載の冊子ですので、よく読んでご活用ください。※「学生生活の栞」は 2026 年度よりウェ

ブでの公開のみとなります。

システム WAKABA のパスワード変更はお早めにシステム WAKABA のパスワード変更はお早めに

　必ず初回ログイン時に、初期パスワードを変更するようお願いいたします。（初期パスワードが変更され

ていない場合、ログインすることができません。）ログインできない場合は、お問合せください。

学生証の受取学生証の受取

　学生証は、施設の利用、単位認定試験を受験する際（「学習センター受験」の場合）に使用します。

　青森学習センター・八戸サテライトスペースの事務室窓口で交付いたします。新規入学・継続入学生は入

学許可書を、在学生で学生証の有効期限切れの方は有効期限切れ学生証を窓口へご持参ください。郵送を

希望する方はお問合せください。なお、顔写真を登録していない場合は発行ができませんので、システム

WAKABA の「学生カルテ」または「学生生活の栞」巻末様式の「写真票」使用にて速やかに登録してください。

学生教育研究災害傷害保険〈学研災〉への申込み　※任意学生教育研究災害傷害保険〈学研災〉への申込み　※任意

　教育活動中や通学中における事故補償のための保険です。放送大学は通信教育に区分されて

おり、保険料は 100 円、通学中の特約を含む場合は 140 円となります。保険期間は、入学後から

学籍が続く限り最大 6 年間となります。ただし、加入日にかかわらず、4 月入学者の保険終期は

3月 31 日に、10 月入学者の保険終期は 9月 30 日になりますのでご留意ください。

　詳細につきましては、入学生の方は先に送付の『「学研災」のごあんない』にてご確認ください。

ー学生生活をスムーズに送るためにーー学生生活をスムーズに送るためにー

八戸サテライトスペース

　4月 4日（土）と 4月 5日（日）の両日、青森学習センターと八戸サテライトスペースにて「2026 年度第 1

学期入学者のつどい」が行われました。

　放送大学学歌演奏や学長挨拶の上映、センター所長式辞、入学生と在学生代表の挨拶、学友会会長祝辞、教

職員紹介のほか、オリエンテーションや施設見学などを行いました。

2026年度第1 学期入学者のつどい

青森学習センター
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弘前大学教育学部の島田と申します。 専門
は化学（分光学）で、 光を使って物質の構造
や性質を調べる研究を行っています。 近年は、
小 ・ 中学校の理科教育に関わる教材の開発や、
リンゴの非破壊計測に関する研究などにも取り組
んでいます。

ゼミナールでは、 日常生活と関わる化学に関
する話題提供を行い、 皆さんと一緒に考えてい
きたいと思っています。 化学の威力と魅力を感じ
とっていただけるよう頑張ります。

金 島田　　透　先生　島田　　透　先生　
弘前大学教育学部　准教授

相談分野 ： 化学

相 談 日 ： 金曜日 13:00 ～ 15:00

ゼミ ： 「化学と日常生活」

        指定の金曜日 13:30 ～ 14:30

弘前大学農学生命科学部にて、 「食品機能
学」 や 「栄養化学」 などの講義を担当していま
す。 また青森県産農林水産物に含まれる健康
維持に役立つ機能性成分の研究や、 研究成
果を生かした製品開発を企業と共におこなってい
ます。 ゼミナールでは、 健康維持に役立つ栄養
学の基礎について学んでいきます。 日頃の生活
にも役立つ食と健康の関係について、 皆さんと
共に楽しく学んでいける事を楽しみにしています。
よろしくお願い致します。

前多　隼人　先生　前多　隼人　先生　
弘前大学グローバル Well-being 総合研究所 教授

土

相談分野 ： 食品科学

相 談 日 ： 土曜日 9:30 ～ 11:30

ゼミ ： 「イメージできる栄養学」

ゼミ ： 指定の土曜日 10:00 ～ 11:00

●八戸サテライトスペース

語学学習のツボは何かというと、 まず単語や文を理
屈抜きに暗記すること、 それから文法の知識を用いて文
の構造を理解することでしょう。 暗記するときは、 お手
本をできるだけ正確に聞き取り、 次にそれを、 自分流に
アレンジすることなく忠実に発声して再現することが肝要
です。 中国語はヨーロッパ諸語のような活用や語形変
化がありません。 文法は語順が鍵となります。

以前中国語を学習した方もこれからやろうという方も、
回数を重ねて練習すれば成果は必ずあらわれます。 と
にかく回数が大事です。 一緒に頑張りましょう。

山本　　忠　先生　山本　　忠　先生　
前八戸工業大学基礎教育研究センター 教授

水

八戸学院大学人間健康科学部の井元紀子
と申します。 大学では、 健康、 栄養、 微生物
、 免疫に関する授業を担当しています。

健康や栄養に関する知見は日々更新され
ています。 ゼミナールでは、 その時々の話題や
関心に合わせて、 健康や栄養に関する文献を
中心に、 時折、 微生物や免疫分野の文献な
ども取り上げます。 文献を一緒に読みながら、
自由に意見を出し合い、 楽しく理解を深めてい
きましょう。 ぜひお気軽にご参加ください。

金 井元　紀子　先生　井元　紀子　先生　
八戸学院大学人間健康科学部　教授

相談分野 ： 栄養学、 微生物学 ・ 免疫学

相 談 日 ： 金曜日 10:00 ～ 12:00

ゼミ ： 「健康と栄養と微生物」

        指定の金曜日 10:30 ～ 11:30

相談分野 ： 中国語学

相 談 日 ： 水曜日 13:30 ～ 15:30

ゼミ：「もう一度ゼロから始める中国語 （Ⅰ）」

        指定の水曜日 14:00 ～ 15:00

■ゼミはユートリー４階で行います。（会場は、

サテライト事務室でご確認ください）

●学期途中からも参加できます。単位にはなりませんが、客員の先生や他の学生たちと学べる良い機会
です。お気軽にご参加ください。●ゼミの日程は、都合により変更・中止となる場合もあります。センター・
サテライト掲示板や青森学習センターwebサイトを確認できない場合は、お電話にてお問い合わせくだ
さい。

2026 年度第１学期 客員教員からのごあいさつ2026 年度第１学期 客員教員からのごあいさつ
●青森学習センター

弘前大学教育学部では 「心理学基礎実習」
「社会心理学」 等の授業を担当しています。 こ
れまで対人認知の研究を主に行い、 臨床心理
士としてスクール ・ カウンセラー等の活動もして
きました。

ゼミでは、 心理学の研究論文をじっくりと読み
進めながら、 心理学の最新知識、 研究方法を
学んでいきます。 さらに、 研究論文に求められ
る内容や書き方、 思考の仕方、 関連概念等
についても、 皆さんと議論したいと思います。

木 田名場　忍　先生　田名場　忍　先生　
弘前大学教育学部　教授

相談分野 ： 社会心理学 ・ 臨床心理学

相 談 日 ： 指定の木曜日

　　　　　　　 　9:45 ～ 11:45

ゼミ ： 「研究論文から学ぶ心理学」

        指定の木曜日 10:15 ～ 11:15

弘前大学教育学部の櫻田安志と申します。
大学では、 「電気技術基礎 ・ 実習」、 「情報
技術基礎 ・ 実習」 などの分野の授業を担当し
ています。 専門は電子工学や情報工学に関す
る教育分野です。 これまでの研究では、 それら
の内容に加えて光の物理学に関する研究も行
ってきました。

ゼミナールでは、 教科書を読みながら、 脱線
を繰り返しながら、 時には手を動かして、 情報
科学の基礎について、 一緒に学んでいきたいと
思っています。

櫻田　安志　先生　櫻田　安志　先生　
弘前大学教育学部　教授

金

相談分野 ： 電子工学 ・ 情報工学

相 談 日 ： 金曜日 10:00 ～ 12:00

ゼミ ： 「『情報 I』 の教科書で “情報

　　　　の基礎” を学ぶ」

        指定の金曜日 10:30 ～ 11:30

保健学研究科の北嶋結と申します。 専門は
地域 ・ 在宅看護学および老年看護学で、 地
域で生活する人々が病いを抱えながらも自分ら
しく暮らし続けるための支援について検討してい
ます。 本ゼミでは、 子どもから大人、 高齢者ま
で、 地域で暮らし続ける人々の日常に目を向
け、 病気や老いとともにある生活や判断につい
て考えます。 看護の視点を手がかりに、 皆さん
と一緒に対話を重ねながら理解を深めていけれ
ばと思います。

木 北嶋　　結 　先生　北嶋　　結 　先生　
弘前大学大学院保健学研究科　助教

相談分野 ： 看護学

相 談 日 ： 木曜日 15:30 ～ 17:30

ゼミ ： 「地 域 で 暮 ら し 続 け る こ と を 考 え る

　 　 　 　 ー 暮 ら し と 看 護 の 視 点 か ら ー 」

        指定の木曜日 16:00 ～ 17:00

元弘前大学人文社会科学部教授の今井です。 わたく
しの専門分野は、 西洋古典学（古代ギリシア ・ ローマ時
代の歴史 ・ 社会 ・ 文化 ・ 思想等について、 古典ギリシア
語 ・ ラテン語の原典に基づいて、 深く掘り下げて研究する
学問）です。 2026 年度も、 放送大学青森学習センタ
ー客員教員として、 学習相談 ・ ゼミナールを担当させてい
ただきます。 宜しくお願いします。 ゼミナールでは、 古代ギリ
シアの哲学者プラトンの初期対話篇 『ゴルギアス』 篇の講
読を通して 「正義と善」 の問題について受講者の皆さんと
一緒に考えてみたいと思います。 ゼミナール ・ 学習相談等
の機会に、 お気軽に声をかけていただけたら幸いです。

今井　正浩　先生　今井　正浩　先生　
前弘前大学人文社会科学部　教授

水

相 談 分 野 ： 西洋古典学、
                  古典ギリシア語 ・ ラテン語
相 談 日 ： 水曜日 10:00 ～ 12:00

ゼミ ： 「プラトンの初期対話篇 『ゴルギアス』
　　　　　篇を読む」
ゼミ ： 指定の水曜日 10:30 ～ 11:30

■ゼミは「青森学習センター多目的室１」で行います

●学習相談・ゼミは、事務室窓口または電話にて申込みを受付します。①氏名、②連絡先、③ゼミ名
または希望の相談日をお知らせください。●案内チラシや各ゼミのシラバスを、青森 SC・八戸 SS で
配布しているほか、青森学習センター web サイトでも公開しております。

10 11
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事務室からのお知らせ
　通信指導を提出しましょう

　再視聴施設 【あおもり校】 をご利用ください

　原則インターネットを通じて提出します。（一部科目のみ郵送で実施します。）通信指導に合格して初めて単位認定試験の受験
資格が得られます。 未提出の場合は、 単位認定試験が受けられませんので、 余裕を持って提出してください。

【提 出 期 間 】	 ★ Web 通信指導の場合	 …　5/17（木）10:00	 ～ 5/27（水）17:00
	 ★ 郵送提出の場合	 …　5/13（水）	 ～ 5/27（水）大学本部必着

※ 2026 年度より、 択一式提出型問題の添削結果および自習型問題の解答 ・ 解説については、 原則 Web での確認のみと
し、 郵送は行わないことになります（郵送提出科目を除く )。 解答・解説は Web 通信指導上で確認することができます。 ただし、
Web 提出が困難な学生には引き続き郵送します。

　学習センターやサテライトスペースのほかにも、 放送授業を再視聴できる施設を設けています。 青森県内には、 青森市の市民図
書館内 「青森学習センターあおもり校」 があります。 お近くにお住まいの方は是非ご利用ください。
●放送大学生のほか、 青森市民図書館利用登録者も視聴できますが、 教材の館外貸出は放送大学生に限ります。
●ご利用の際は、 図書館の利用案内に従ってください。 また、 利用の際には学生証をお持ちください。
●再視聴施設では、 学習相談や各種手続き等は受け付けておりません。
●再視聴施設へのご要望については、 青森学習センターへお寄せください。

　2026-1 単位認定試験について
　単位認定試験は、 Web 受験方式にて実施します。 科目によっては、 一部郵送受験方式ですが、 試験日程など違いがありま
すのでご注意ください。

　実施概要
　●インターネットを通じて Web 単位認定試験システムにアクセスし、 問題閲覧 ・ 解答提出を行います。
　●試験期間中、 都合のよい日時に自宅等から受験することができます。
　●１科目５０分の時間制限があります。
　●受験開始ボタンを押すとカウントダウンが始まり、 一度カウントダウンが始まった後は、 受験画面を離れてもカウントダウンは
  進行します（一時停止不可、 １科目１回のみ受験可能）。
　●提出ボタンを押さずに制限時間が経過した場合、 制限時間経過時点の解答が自動提出されます。
　●科目ごとに 「択一式」 「記述式」 「（択一式と記述式の）併用式」 のいずれかの形式で出題されます。 各科目の出題
  形式は 「授業科目案内」 に掲載しています。
　● 「択一式」 はクリック、 「記述式」 は文字入力により解答します。
　● 「行政学講説（‘24）」、 「正多面体と素数（‘21）」、 「日本美術史の近代とその外部（‘18）」、 「量子化学（‘19）」
  のみ、 郵送受験方式（自宅等で答案を作成し、 郵便で提出する方法）で実施します。

　試験日程
　　

Ｗｅｂ
記述 ・ 併用式 7 月 14 日（火）9:00	 ～　18 日（土）17:00

択一式 7 月 14 日（火）9:00	 ～　22 日（水）17:00

郵送　※一部科目のみ 7 月 14 日（火）		  ～　18 日（土）《必着》

閉所日週2日制導入について　　　2026年 4月 1日より、閉所日は以下のとおりとなります。

　 　・４月～７月及び１０月～１２月は、月曜日・火曜日　・８月～９月及び１月～３月は、日曜日・月曜日
　・祝日、年末年始（１２月２９日～１月３日）　　　　  ・学長、所長が必要と認めた日

４月・５月・６月・７月４月・５月・６月・７月  のスケジュールのスケジュール

月 火 水 木 金 土 日

1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 31

５

月

月 火 水 木 金 土 日

1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30

６

月

月 火 水 木 金 土 日

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 15 16 17 18 19

22 23 24 25 26

27 28 29 30

７

月

閉所日 面接授業 通信指導提出締切 単位認定試験

月 火 水 木 金 土 日

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30

４月４月

 4 日（土）：2025 年度第 2学期学位記授与式・

 5 日（土）：2026 年度第 1学期入学者のつどい（青森）

 5 日（日）：2025 年度第 2学期学位記授与式・

 5 日（土）：2026 年度第 1学期入学者のつどい（八戸）

17 日（金）：2026 年度第 1学期面接授業 追加登録事前申請

          　【15:00】空席発表・受付開始《～22日 13:10 締切》

23 日（木）：2026 年度第 1学期面接授業 追加登録先着申請

　　　　　  【15:00】受付開始《～各科目の受付期限日》

面接授業面接授業
18～ 19日：対人行動の心理学（青森）
25～ 26日：西洋古代の医学と哲学・宗教（青森）

　 ：ものの表面の科学（八戸）

５月５月

 1 日（金）：2026 年度夏季集中科目履修生（司書教諭）

 1 日（木）：出願郵送受付開始 《～ 5/31 本部必着》

 1 日（金）～ 2 日（土）：臨時閉所

 7 日（木）：2026 年度第 1学期通信指導提出受付開始【Web】

13 日（水）：2026 年度第 1学期通信指導提出受付開始【郵送】

27 日（水）：2026 年度第 1学期通信指導提出締切

 5 日（土）：《郵送必着 / Web は 17:00 まで》

面接授業面接授業

 9 ～ 10 日：現代的課題と生涯学習（青森）

 　 ：中国語を学ぼう－入門編から（八戸）
 16～ 17日：心理学実験２（青森）
 　 ：高齢者の健やかな暮らしを考える（八戸）
 23～ 24日：生活空間情報の表現－ＧＩＳ入門（青森）
 30～ 31日：社会を支える電力システム（八戸）

６月６月

10 日（水）：2026 年度第 2学期出願受付開始【Web・郵送】 

 5 日（土）：《～ 9/9 教養学部、大学院修士選科生・修士科目生》

面接授業面接授業

6 ～ 7 日：戦争と平和－その法と歴史（青森）
　 ：心理学実験１（八戸）

13～ 14日：発掘が語る縄文文化（青森）
　 ：環境と生物－種差海岸で考える－（八戸）

20～ 21日：近代青森のあゆみとくらし（青森）
27～ 28日：アニメーション－誕生から現在（青森）

７月７月

14 日（火）～ 22 日（水）：2026 年度第 1学期単位認定試験

     ※科目によって締切が違いますのでご注意ください。

面接授業面接授業 4 ～ 5 日：白神学－白神の動物と植物（青森）

４

月

14

20 21

12
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　　2026 年度から 「単位認定試験通知（受験票）」 の郵送を、 廃止します
　　
　　2026 年度から、「単位認定試験通知（受験票）」 の郵送を、廃止いたします。 ただし、単位認定試験を学習センター
　等で受験される方については、 引き続き受験票を郵送いたします。  

　　　■（必ずご確認ください！）2026 年度からの受験票の扱い 
単位認定試験受験場所 単位認定試験通知（受験票）の扱い 

全て自宅受験 受験票は郵送いたしません。  →下記（１）を確認ください。

記述 ・ 併用のみ
学習センター受験 

（記述 ・ 併用科目を受験しない場合）
受験票は郵送いたしません。  

→下記（１）を確認ください。

（記述 ・ 併用科目を受験する場合）
受験票を郵送いたします。  

→下記（2）を確認ください。  

全て学習センター受験 受験票を郵送いたします。  →下記（2）を確認ください。  

　　（１）単位認定試験をご自宅等で受験される方へ（受験票の郵送なし）
　　当該学期に受験可能な科目は、システム WAKABA「教務情報→単位認定試験時間割照会（学生用）」からご確認ください。  

　　（２）単位認定試験を学習センター等で受験される方へ（受験票の郵送あり）
　　 「単位認定試験通知（受験票）」を、郵送でお送りいたします。 上記（1）の方法でシステム WAKABA 上でも確認可能です。  

　　■郵送試験科目を受験される方へ
　　郵送試験科目を受験される学生には、 別途郵送科目の受験に関する通知書を郵送いたします。
　　※郵送試験科目を科目登録した場合でも、 通信指導未提出または不合格の場合は、 通知書は郵送いたしません。  　

　　システム WAKABA

①放送大学 web サイトを開き、 画面上部

にある 「在学生（WAKABA）」

②システム WAKABA（教務情報システム）

③ 「ログイン」 をクリック。

①

② ③

変更

④

④ 「ログイン ID」 と 「パスワー
ド」 を入力し、 「ログイン」 を
クリック。

パスワードは必ず
一度変更を行って
ください。

　パスワード
　●新入生の方は、 システム WAKABA 初回ログイン時に必ずパスワード変更を行ってください。
　●初期パスワードのまま一定期間経過した方は、 ログインできなくなっています。 再入学等の学生の方であっても、 過去にパス
　　ワード変更を行っていないと、 ログインできない場合があります。 その際には、 青森学習センターへご連絡ください。
　●パスワードの条件：８文字以上、 英字（大小は問わず）が１文字以上、 数字が１文字以上、
　　　　　　　　　　　　　　ログイン名をパスワード値に含まないこと

試験期間前に、必ず一度はシステム WAKABA へログインし、パスワー
ドが有効か確認してください！！

　Web 単位認定試験システムの 「体験版」
　●体験版で、 ログインから解答提出までの操作の流れを体験できます。 実際の受験の際にスムーズに操作できるよう、 受験に使
　　用する予定の端末から、 単位認定試験期間前までに必ず 「体験版」 の操作を行ってください。
　●詳細な操作方法は Web 単位認定試験体験版画面の左側にある 「操作ガイド」 をクリックし、ダウンロードしてご確認ください。
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　自宅等での Web 試験が困難な場合の学習センター受験
　「インターネット環境がない」 または 「パソコン等の操作が困難」 等のご事情により、 自宅等での Web 受験が困難な方は、 申請　「インターネット環境がない」 または 「パソコン等の操作が困難」 等のご事情により、 自宅等での Web 受験が困難な方は、 申請
を行うことで、 Web 単位認定試験を学習センター等で受験することができます。 ただし、 その場合は、 以下のことにご注意ください。を行うことで、 Web 単位認定試験を学習センター等で受験することができます。 ただし、 その場合は、 以下のことにご注意ください。

　●学習センター等で受験する場合、 「授業科目案内」 およびシステム WAKABA に記載の試験日 ・ 時限に受験する必要があ
　　ります。 なお、 学習センター等の受入可能人数を超える数の申請があった場合、 個別に受験日時の変更をお願いする場合が
　　あります。
　●学習センター等で受験する場合でも、 原則として 「試験問題の閲覧」 および 「択一式の解答」 は、 学習センター等のパソコ
　　ンを用いてご自身で行っていただきます（記述式の解答のみ解答用紙で行います）。
　●試験を開始する前までは職員がパソコン操作をサポートできますが、 試験開始後は、 ご自身でパソコン操作をしていただきます。
　　職員はサポートできませんのでご了承ください。
　●既にセンター受験されている場合は改めて申請する必要はございません。

　　★申請方法★　
　　　　 ・ システム WAKABA の場合
　　　　　　　教務情報→変更 ・ 異動手続→単位認定試験受験場所変更から申請
　　　　 ・ 郵送の場合
　　　　　　　「単位認定試験受験場所変更願」（「学生生活の栞」 巻末様式）を大学本部へ提出
　　★受付期間★
　　　　第１学期の単位認定試験から変更する場合５月 27 日（水）〆切（郵送必着）

　Web 単位認定試験システムの操作体験会
　下記日程で、 「試験システムの操作体験会」 を学習センター ・ サテライトスペースで開催いたしますのでご参加ください。下記日程で、 「試験システムの操作体験会」 を学習センター ・ サテライトスペースで開催いたしますのでご参加ください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　開催期間　　　　　　　　　　　　　　　　　開催期間：６月１７日（火）～７月１２日（日）：６月１７日（火）～７月１２日（日）
　　　　　　　　　　　　　　　　　※月 ・ 火は閉所日のため受付不可　　　　　　　　　　　　　　　　　※月 ・ 火は閉所日のため受付不可

　●操作体験会に参加希望する方は、 事前予約をお願いいたします。
　●予約時に日付と時間（１0：００～１7：００）を調整いたします。
　●学習センター受験の学生または自宅受験だが操作に不安がある方は、 操作体験会に参加し、 あらかじめ Web 単位認定試　
　　 験システム操作を確認してください。 　
　●学習センター受験申請をされていない方、 前学期に参加済の方で操作等が不安な方も、 ご参加いただけます。
　●前学期に操作体験会に参加された方や、 操作に対する不安が解消されている場合は、 参加は必須ではありません。
　●希望の日時に予約できない場合がございます。 あらかじめご了承くださいますようお願いいたします。
　●予約は電話（青森：０１７２－３８－０５００、 八戸：０１７８－７０－１６６３）または窓口にて申込願います。

　2027 年度履修者向け卒業研究ガイダンス（各コース主催）の開催について
2027 年度履修者向けの卒業研究ガイダンス（大学本部各コース主催）を開催します。
参加を希望される方は、 各自、 事前にお申し込みください。
現在、 一部を除き日程が決まっていない状況です。 日程および資料が整い次第、 システム WAKABA の学内連絡にガイダンス
日程の掲載及び参加募集を開始予定です。

コース 開催日時 開催形態

生活と福祉 6 月 14 日 ( 日 ) 18:30 リアルタイム Web 会議

心理と教育 6 月 13 日 ( 土 ) 13:30 リアルタイム Web 会議

社会と産業 ―
オンライン授業 「社会科学の研究計画作成法（’ ２６）」 の
授業科目案内動画をもってガイダンスとする

人間と文化 6 月 20 日 ( 土 ) 15:00 リアルタイム Web 会議

情報 6 月 20 日 ( 土 ) 13:30 リアルタイム Web 会議

自然と環境 6 月上旬を予定 動画をアップロード

　卒業研究とは？

　　★選択科目！　全科履修生が履修できる選択科目（必修ではありません）

　★通年科目！　履修期間は４月から１年間

　★６単位修得！　履修し合格すると自コースの専門科目６単位が修得できます。
　　　　　　　　　　　　　　　　※ 6 単位の内訳：放送授業分３単位・面接授業分３単位

　★直接指導！　指導教員から直接指導を受け「卒業研究報告書」を作成

　学習センター ・ サテライトスペースの利用制限
　「Web 単位認定試験システムの操作体験会」 「単位認定試験会場」 として使用するため、以下の日時は、施設の利用（青森：「Web 単位認定試験システムの操作体験会」 「単位認定試験会場」 として使用するため、以下の日時は、施設の利用（青森：
マルチメディア視聴覚室、 八戸：視聴学習室）を制限いたします。 ご迷惑をおかけいたしますが、 あらかじめご了承くださいますようマルチメディア視聴覚室、 八戸：視聴学習室）を制限いたします。 ご迷惑をおかけいたしますが、 あらかじめご了承くださいますよう
お願いいたします。お願いいたします。

　　★利用停止期間★　
　　　　 ・ 上記操作体験会開催日の 13 時以降　　　 ・ 学習センター単位認定試験日の終日

　履修するには？

　　★８ヶ月前に申請が必要　
　　　　履修には申請が必要です。履修開始の８ヶ月前、つまり履修前年度の８月には申請書を提出す
　　る必要があります。

　★申請条件（2027年度履修の場合）
　　　２０２６年４月時点で、全科履修生として２年以上在学し６２単位以上修得済みの在学中の方
　　　　（３年次編入は２年在学、２年次編入は１年在学したとみなします）
　　　　　　特例：２０２４年度第２学期に１年次入学、２０２５年度第２学期に２年次編入し、かつ 2026 年度第 1 学期

　　　　　　　　　　末において、６２単位以上修得済みまたは修得見込みの方

　
　　★申請書の審査があります　
　　　　申請書を審査のうえ、認められれば履修が可能です。



　職員の紹介

【青森学習センター】　
センター所長：中野 博之　　　
事 務 長：澤田 和則　　
総務主任：浅利 成就
総務担当：古川 馨

教務主任：長谷川 直生
教務担当：福田 湖雪
教務担当：福士 秋英 

【八戸サテライトスペース】
総括主任：本間 孝浩
受付 ・ 図書担当：小笠原 真弓
受付 ・ 図書担当：小笠原 映子

よろしくお願いいたします！！

青 森 学 習 セ ン タ ー 	〒 036-8003　青森県弘前市駅前町 9-20　ヒロロ４階
				    TEL：0172-38-0500	 FAX：0172-38-1299	 Ｘ：@aomoricenter

八 戸 サ テ ラ イ ト ス ペ ー ス 	 〒 039-1102　青森県八戸市一番町 1-9-22　ユートリー 4 階
				    TEL：0178-70-1663	 FAX：0178-70-1667

青森学習センターあおもり校	 〒 030-0801  青森県青森市新町 1-3-7　青森市民図書館内（アウガ 8 階）
※視聴 ・ 貸出のみ対応		 TEL：017-776-2455	 FAX：017-776-2400	

放 送 大 学 ウ ェ ブ サ イ ト 	 https://www.ouj.ac.jp/　
青森学習センターウェブサイト	 https://www.sc.ouj.ac.jp/center/aomori/

　詳細は ?

　　青森学習センター・八戸サテライトスペースで配布する
　　「卒業研究履修の手引」で確認。
　　２０２７年度履修者用は６月上旬配布開始予定。

　2026 年度夏季集中科目履修生募集

　夏期学習期間に 「学校図書館司書教諭講習」 を開設します。
本学教養学部に在籍中の方も、 下記の期間に科目登録すると夏季集中型科目を履修することができます。 募集要項は事務室
窓口で配布しており、 お電話 ・ 放送大学ホームページからも請求できます。

　　　★出願 ・ 科目登録期間★
　　　　　５月１日 ( 金 )  〜 ５月３１日 ( 日 ) ※私書箱必着（郵送のみの受付）


